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は じ め に
１９５０年代末、日本を代表する知性である丸山
眞男は異文化接触の重要性についてつぎのよう
に指摘している。
　　　「他者」への寛容と「われ」の自主性と
いう相関的な自覚が大量的に生ずるために
は、他の条件は別として、少なくとも社会
的底辺において異質的なものとの交渉があ
る程度にまで行われなければならないであ
ろう。
（丸山眞男「開国」『忠誠と反逆』p. １７９.）
「社会的底辺において異質的なものとの交渉
がある程度にまで行われ」る前提として、異質
なものの存在を異質なものとして認めるという
態度が必要となる。ところが、「異文化」という
言葉は、文化的な相異を過度に強調するという
懸念があるし、また、「異」ということばはネ
ガティブな感情を誘発する懸念もある。
確かに、国語辞典１）を見てみると、「異」の意
味は「ふつうとはちがうようすが目だつこと」
となっている。そして、「異」で始まる見出し漢
語には「異化」「異義」「異教」「異郷」「異境」
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異文化教育における留学生の役割
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要　約
留学生の大衆化が進行するというグローバルな世界のなかで、留学生を受入れる日本人の姿勢と政策
が試されている。元来好奇心旺盛な日本人が、前世紀のしがらみから抜け出し、異文化に対する寛容性
を育むためには留学生との接触場面を多く作りだすことが肝要だろう。そうした接触場面の増加が留学
生と日本人の双方にとってポジティブな異文化間の学習効果を挙げ、２１世紀の共生に役立つのである。
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おわりに―異文化理解のために―
「異教徒」「異国」「異彩」「異次元」「異質」「異
字同訓」「異臭」「異称」「異状」「異常」「異色」
「異人」「異性」「異説」「異存」「異同」「異動」
「異物」「異分子」「異変」「異邦」「異邦人」「異
母兄弟」「異名」「異様」「異例」「異論」などが
あり、すべてに否定的なニューアンスが伴うわ
けではないのだが、否定的なニューアンスをも
つ語が多い。
　「異」と対置することばは、「同」であり、
「違う」「異なる」という「ことば」が「～は～で
ある」という一次的な肯定的認識ではなく、「～
は～とは違う／異なる」「～は～と同じではない」
という二次的な認識である以上、ネガティブな
ニューアンスを伴っているのは必然的であると
いえるだろう。
　しかし、「一次的認識とは異なる何か」は追及
したくなる要素を多分にもつものである。それ
こそが学習の対象になるし、動機ともなる。
「異なる文化的背景をもつ人々」と共生していく
ばあい、必要となるのは、お互いの「異文化」
を理解しあう「相互理解」であろう。「多文化」
のばあい、「いろいろな文化がある」というこ
とを客観的に陳述していて、そこには、異なっ
た文化への興味・関心・理解という主体的対応
は表出されていない。それは、「異文化」と「多
文化」の相克として理解することができる。
　本稿では、相互理解の必要性を強く意識する
ところから、「多文化」ではなく「異文化」を
使用している。
Ⅰ．「異文化」と「多文化」
１.　異文化教育と多文化教育
さて、「異文化間教育」と「多文化教育」と
いうことばは、ドイツとアメリカにおいて取り
組まれてきた教育理論と実践のなかで培われて
きた。ドイツでは１９６０年代から多数の外国人労
働者を受入れ、それに伴ってその労働者たちの
子どものための「異文化間教育（interkul-
turelle Erziehung）」が政府主導で８０年代から
盛んになってきた。その理論的支柱は異文化間
教育者である Wolfgang Nieke である。Nieke 
の論とドイツの異文化間教育政策は天野正治 
１９９８に詳しい。その中で天野は、１９９２年の 
Nieke の論文「異文化間教育の構想―外国人の
子どもや青少年に関する活動における視点の変
化」を紹介し、その目標７点を書きとめている。
それらは、「自民族（自文化）中心主義の克
服　奇異感への対処　寛容な態度の育成　
民族的特性（エスニシティー）の受入れ　
マイノリティーの人々の相互連帯への支援　
理性的に葛藤を克服するための訓練（文化的な
葛藤や文化相対主義との取り組み）　相互の
文化的な豊饒化の可能性に気づくこと」（前掲
論 p. ５１.）の７点である。また、１９９５年の「異
文化間教育―日常における価値的方向づけ」に
おいては、上記７点に加えてさらに３点の目標
が付け加えられている。それらは、「人種差
別主義を主題として扱うこと」 共通性（das 
Gemeinsame）の強調　グローバル（全地球
的）な責任の強調に基づく『われわれという境
界（wirGrenzen）』の除去」（前掲論 p. ５１.）
である。
一方、アメリカでは、１９６０年代以後急速に
「多文化教育」が広がってきた。アメリカは国自
体が、多民族、多文化社会である。ヨーロッパ
から移民してきた白人系とアフリカから移民し
てきた有色人系、中南米から移民してきた有色
人系など、伝統そのものの初めから異人種の集
合国なのである。多文化教育の中心的研究者
は、Banks, J, A である。加藤幸次１９９８によれ
ば、Banks, J, A は、「ヨーロッパおよび西洋文
明に関する事柄こそ学校や大学のカリキュラム
の中心にすえるべきである」とする「ヨーロッ
パ伝統主義者（western traditionalists）」と、
「アフリカの視点こそカリキュラムに組まれる
べきである」とする「アフリカ中心主義者
（afrocentrists）」の考え方に対して、「多文化主
義者（multiculturalists）」の考え方は、「概念や
事実は多様な民族的、文化的視点から見直され
るべきだ」と主張しているという。
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このように、「異文化（intercultural）」と
「多文化（multicultural）」とは異なった背景を
もった概念だといえる。「異文化教育」は、EU
統合や東西ドイツ統一などの背景をもとにドイ
ツで生まれ、「自文化」とは異なった文化受容が
お互いに必要であるとする認識・意識の中から
生じる必然性をもっていたし、他方、多文化社
会であるアメリカでは、「多文化教育」が生まれ
る必然性があったのである。
日本は、アメリカやオーストラリアなどの移
民の国々とは異なり、一応のところ「単一民
族・単一国家・単一文化」といえる状況を呈し
ている。とはいえ、在日外国人数が伸び、２００３
年（平成１５年）末の外国人登録者数は、１,９１５,０３０
人である。日本の総人口は１２７,６１９,０００人なの
で、外国人の割合は１.５％に達していることに
なる。１９８０年（昭和５５年）には、在日外国人登
録 者 数 が、７８２,９１０人 で、当 時 の 人 口
（１１７,０６０,０００人）の０.６％であった。この２３年の
間に、外国人登録者数は１,１３２,１２０人増え、２.４４
倍になっている。いわゆるニューカマーといわ
れる人々の数が増加していることがわかる２）。秀
吉の朝鮮出兵で朝鮮半島から連行してきた
人々、日本の植民地化以降、日本に住んだ人々
やその家族などの在日韓国・朝鮮の人々はおよ
そ６１３,７９１人であり、ブラジルから日系の労働
者として移民してきた人々とその家族は
２７４,７００人となっている２）。
このように、ドイツほどには外国人労働者数
は多くはないが３）、多文化共生を日々実践しな
くてはならなくなってきている地域が日本にも
増えてきている状況にある４）。「公用日本語」を
使用しない人々が増加してくると、言語状況に
ともなって文化が変化する。異文化との共生が
日本の社会にとって重要な課題になってくるの
である。グローバル化は社会環境や地球環境
上、避けられないものとなってきているのは誰
しも認めることであろう。現代日本が当面して
いる課題として「内なる国際化」を志向し、「異
質との共存をめざす教育」が徐々になされ始め
ている。「異なっている」から「面白い」とい
うポジティブな精神の養成がなされ始めている
のだ。
もとより完全なる「異文化」などというもの
は存在しない。人類が「文化」を創造していく
長い歴史的過程において、隣地からの文化の流
入、受入れなどが双方向になされ、その結果、
根付いた文化が、その地域を代表する文化と
なっていったと考えられる。受入れるもの、受
入れないものなどの取捨選択の結果や独自のも
のを編み出してきた結果の彼我の違いが「異文
化」となってきている。
その異なり方には、当然ながら生活の実態に
即して大小がある。ある部分においてＡ地域と
Ｂ地域の異なり方に大きな隔たりがあるだろう
し、他の部分においては多少の異なりにしか過
ぎないものもあるだろう。それがどのようなも
のであるのか、その事実を知り、なぜかを考え
るのが「異文化教育」である。なぜかを捉える
視点は「異なっていること」に気づくかどうか
によるのである。それが、感情的に「異質なも
のを退ける」という前学習的な態度を改めるこ
とに繋がっていくことになるだろう。
２.　留学生のもつ異文化
留学生や在日外国人は、自分に対する「偏見」
を敏感に感じる。「偏見」はつねに、マジョリ
ティーがマイノリティーに対してもつものだか
ら、母国において以上に外国においてこそ出現
するのが常であろう。
例えば、本年（２００５年）４月、中国の上海な
どでは、「愛国無罪」のプラカードをもった反日
デモが悠然と行われた。そのとき、中国本土に
いれば何とも感じなかった事柄が、日本に留学
してきている中国人留学生にとっては身につき
ささるように感じられたようである。「回りに
いるマジョリティーの日本人は自分をマイナス
イメージで見ているにちがいない」とか、「自分
は反日デモに参加している中国人と同じ意見を
持っているわけではない」等々、弁明する必要
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のないことまで説明せざるをえない心情になっ
てしまう。日本と母国との国際関係が悪化すれ
ば、その結果が留学生に色濃く反映するのであ
る。
留学生は常に個人ではなく、国籍を背負って
留学してくるといっていい。「自分は地球人だ」
などと本人が主張してもマジョリティーである
留学先では、「その留学生が何人なのか」を強く
意識するし、留学生本人も意識せざるをえな
い。日本では特に、中国や韓国からの留学生
は、２０世紀の日本との戦争や日本の侵略を心の
片隅に留め国籍を意識している。
また、仲のよくない国同士という国際的な対
立を背景にもっている留学生は、留学先ではな
く留学生同士の間で国籍を意識するばあいもあ
るし、同国人同士であっても、国内の民族対立
などもある。異国間や異民族間では、現在の政
治情勢、政治的関係、または、歴史的関係に直
面せざるをえない場面もあり、厳しい環境にお
かれている留学生もいる。
このようなマジョリティーがもつ「偏見」は
国籍や民族の違い、ひいては「文化の違い」か
らきている。留学生が、自文化を背負って異
なった文化圏へとやってくるから生まれる文化
摩擦と解されよう。本人も異文化に遭遇したと
きには自文化を育んだ国籍を意識せずにはいら
れない。
大学の学部に入学する留学生は、１２年の教育
を母国で受けてきた通常１８歳以上の学生であ
る。自分の社会では社会の一員として一人前に
生活できるだけの教育を受けてきている。彼ら
が日本を留学先に選んできたからには、幾分な
りとも日本の文化を受容する姿勢を持っている
といえる。なかには、日本語は学びたいし、日
本の伝統文化は好きなのだが、生活文化変容に
よる「日本化」は絶対にしたくないという留学
生もいる。
しかし、日本で受け身状態でいる日本人に
は、彼らの文化を個々に受入れる用意はなされ
ていない。グローバル化した社会にあって、外
国旅行や外国出張といった話題にことかかなく
なった昨今においては、全体に異文化を受入れ
る基は築かれてきたといえるのだが、個別に
個々人を受容するとなると話が違ってくるばあ
いがある。
日本人も留学生も、お互いに自分自身が異文
化上に浮上すると尻込みをしてしまう人も数多
いようである。しかし、留学生の異文化発信が
２１世紀の地球を作る相互理解と相互協力を呼ぶ
試みであることには言を待たないだろう。
Ⅱ．留学生に期待される教育効果
１.　異文化発信による心理的効果
異国にいるということで自ら意識する「偏見
と差別」の見えないベールは、前項に記したよ
うに留学生を、日本人との接触以前に自縛す
る。自分で自分を萎縮させるそのような心理
は、何かのきっかけがないかぎり、ますます萎
縮の度を増していくものである。早い機会に情
緒不調が取り除かれるほうが望ましい。
このときに効果を発揮するのが異文化教育実
践である。異文化教育実践とは、例えば、名古
屋大学大学院国際開発研究科の院生たちでつく
る「国際理解教育プログラム（EIUP）」の異文
化出前プログラム５） や、中部大学日本語教育セ
ンターの留学生の小学校訪問などに見られる留
学生による自文化紹介プログラムである。本学
でも「異文化理解教室」（http://www.niu.ac.jp/
̃ibuken/index.html）という異文化教育実践
が行なわれている。　
留学生にとっては自明である自文化は、受信
するものにとっては異文化で興味深いものであ
る。留学生は、自分の国で身につけた知識や体
験を日本人生徒に披露することによって、また
生徒が喜ぶ顔を直接に見ることで、自分が日本
人生徒の役に立ったことを実感できる。生徒の
喜びが自分の喜びとなることが、留学生にとっ
ては情緒安定のための特効薬となるのである。
自分が子どものころ遊んだゲームやグッズで
遊んでくれる日本人生徒、自分の親しんだ住居
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に見入る日本人生徒、自分の学んできた文字を
教えてくれといってくれる日本人生徒、自分が
生徒たちに必要とされているという感覚は、自
分を受入れてくれているという安心感を育む。
自文化を受入れてくれているという実感は、自
分自身を積極的に受入れてもらっているという
ことになる。異国においては、自文化は自分自
身と一体になっているからである。
さらに、異文化発信が個人ではなく、同国人
同士による共同作業になるとき、それは　同国
人同士の文化的アイデンティティーの維持と確
認による精神的安定に役立つ６） に違いない。
２.　日本語表現力の増大
日本語を第二言語として学ぶ留学生のための
言語教育は、単にその言語の操り手（speaker）
を養成するのではない。
「言語的相対論」（linguistic relativusm）は、
「サピア・ウォーフの仮説」（the SapirWhorf 
hypothesis）で有名だが、B.L.Whorfは、イヌ
イットやアメリカ・インディアン族ホーピー族
の言語（語彙や文法）研究によって、西洋言語
とは異なった現実認識が存在することを発見し
た。
たとえば語彙の面では、イヌイットの言語に
「雪」をあらわす語が多数あり、遊牧民族の言語
に、馬やラクダなどの家畜名称体系７）が複雑に
あり、日本語には、「雨」の様相をあらわす語
に「夕立」「五月雨」「しぐれ」「春雨」などが複
雑にあるというような違いがある。
　また、文法面では、西洋言語における過去形
の時制区別の表現はその時制しか表せないが、
日本語においては、一般的にいわれるいわゆる
「過去形」の「た」が、「あ！バスが来た」とい
う表現では過去形を表すわけではなく、西洋言
語の現在進行形（The bus is coming）を表して
いるなどの違いがある。日本語の「た」は「確
認」の用途で使用されているのだが、西洋言語
と日本語とでは、同じ出来事の認識が異なって
いるといえる。このように「確認」が「時制」
の枠に捉われないという文法はホーピー族の言
語にも見られる現象だという８）。
　以上のように、あらゆる言語には、その言語
を使用している人々の環境に対する認識が反映
されているのである。環境認識の相違、生活や
行動様式の相違、価値体系（いわゆる「文化」）
の学習は言語学習に付随する。第二言語学習に
は、否応なしに「第二文化学習」が入り込む。
　第一文化である自文化と第二言語に付随する
「第二文化」との相違が客観的・相対的に捉え
られれば、第二言語学習が深化する。学習者は
単に、自文化を通訳する speaker としての学習
ではなく、第二文化の interpriter としての役
わりを果たすべく学習することになる。表現力
は、その語彙や文法の背景にある「文化」の習
得と不可分なのである。
留学生にとって、自文化を表現する異文化の
発信は、かならず、異文化である「第二文化」
受信の学習になるのである。それは、第二言語
学習を「第二文化」の受容それだけにけっして
終わらしめない。自文化である異文化を発信す
ることによって、「第二文化」受容時には、自
文化のフィルターをとおすという作業がおこな
われるからである。留学生本人が積極的に自分
の行動スタイルや価値を見出すことにつながっ
てくるのである。両文化のinterpriter として
の役わりを果たしながら、異文化相互理解の橋
渡しをしていく人材になっていく。
異文化発信の効果は留学生の日本語の習得に
見出される。日本語表現力は、日本の文化を相
対的に認識することによって増大する。そし
て、その日本語表現力の増大は、自文化と日本
文化の認識の深化を如実に表すからである。
Ⅲ．日本人に期待される教育効果
１.　異文化受信による自文化への認識
日本はおおかたのところ日本（大和）民族と
いう単一民族でなりたっている国だといえる。
ここでは、明治以後に作られた標準日本語がマ
スコミでは流され、テレビも字幕無しでみられ
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る人がほとんどである。多言語国家においては
テロップが流され、意味の把握がなされてい
る。
しかし、「所変われば品変わる」ということば
にみられるように１９世紀末以前は移動の自由の
拘束を受け、それほど流通が盛んでなかった時
代、地域ごとに特産物があり、「所」と「品」
の違いは興味関心の的でもあったし、現実に藩
の数に見合うだけの異文化が存在していたとい
えよう。近代日本の建設は、各地方の独自性を
喪失させ日本全体を均質の文化にしてしまっ
た。それが能率のいい近代資本主義経済を発達
させるために必要な国家体制であったのだ。そ
のお陰で、１３０年の間に世界有数の GNP 大国に
なってきたのだが、一方では、「お国訛り」や
各地方の特産物、独自の祭り、独自の風習が廃
れていくことにもなってきた。
現代日本に生きる日本人は同国人同士の間に
あっては、地域差や世代の格差に多少の文化差
を抱くことがあっても「異文化」に出会い愕然
としたということはあまりないだろう。均質的
な文化のなかにあって自文化を相対的に見ると
いう視点は自然には身に付きにくい。自文化を
客観的に見る役目を果たすのが「異文化接触」
なのである。
例を挙げれば、我々日本人は通常において部
屋は四角だと考えているだろう。丸い部屋を考
えることはできない。丸い部屋がありしかも家
自体が丸いという生活には目を丸くするに違い
ないし、頭の位置や足の位置が自然に気になる
に違いない。モンゴルのゲル（内蒙古において
はパオ）は円形の床であり、円形の天井である。
まして、折りたたみ可能なコンパクトな家で、
壁も天井も同じフェルトであるなどは、日本人
には考え及ばない。モンゴル文化に接してはじ
めて「なぜ、日本には布の壁がないのか？な
ぜ、日本には布の天井がないのか？」そして、
「なぜ、モンゴルには木としっくいの家がない
のか」などと考えさせられることになる。雨量
が多く台風や豪雨の被害に苦しむ日本の地域環
境、雨量が少ない沙漠もあるモンゴルの自然環
境を相対的に捉える視点が養成されざるをえな
くなるのである。
また、世界のあらゆる国々をレポーターが訪
れ、その地域の異文化を発信しているかに見え
る現在であっても、マスコミによって流される
情報にはステレオタイプの見方が多いように思
える。それらは、番組制作者の意図に沿った番
組でしかなく、経済的制約、時間的制約、人的
制約などもあり、その地域の現実そのままが放
映されているわけではない。世界の情報が受信
できているかにみえる日本の中にも、まだまだ
「ステレオタイプ的視点」が存在しているので
ある。そのような日本人の単眼的な異文化理解
への気づきも留学生自身が持ってくる異文化を
受信することによって可能となる。
異文化接触により複眼的な視点を身につけた
日本人生徒は、「知り学ぶ」ことへの興味を倍化
させることができる。自分で調べ学ぶというこ
との面白さに気づくのである。留学生と遭遇し
てからの自分の見方と自分の以前の見方との相
違に気づくことが、自分のものの考え方に対し
ても「なぜ」を発することを可能とする。「差
異」がどこに発しているのかという疑問を呈す
ることが可能になれば、感情的感覚的かつ、ネ
ガティブな捉え方が消え、調べてみようという
ポジティブな捉え方に変わってくるだろう。対
象を自分の課題や自分が解決するものにできれ
ば、「異文化接触場面を学びの機会（エンジン）
と捉えられる寛容性や柔軟性」９） を養成するこ
とができるのである。
２.　コミュニケーション力養成
日本の教育に欠けているといわれる双方向的
なコミュニケーションの授業には、異文化教育
が重要なポイントになるに違いない。というの
も、自分の知らない文化を知ろうとするときに
は、相手に分るように作問しなければならない
し、自文化を説明するときにも自分が自明とし
ている価値観や行動を、それを全く理解してい
中　野　はるみ
60
ない人に向かって解説するのは容易ではないか
らである。
異文化間の相互理解作用は、異質の価値体系
や行動スタイルの対立を含んでいるのだから、
具体的な個々の事例は、具体的に問い、応え、
聞き、理解するという本当のコミュニケーショ
ンを誘いだす。言語の授業に往々にしてみられ
る作為された質問では養成されにくいコミュニ
ケーション力も、知りたいという切望と分から
せたいという熱望によって養成されることにな
る。
一例をあげてみよう。日本の「招き猫」の置
物を見た留学生は、なぜ猫が右手を上げている
のかが気になってしようがなくなり、日本人生
徒に聞くことになる。その問いに応えなければ
ならない生徒は、今まであまり気にもしなかっ
た「招き猫」がどこに置かれていたかを具体的
に思い出し、その由来を自分が納得できるよう
に調べた後、留学生に説明することになる。生
徒の説明が始まれば始まったで、はじめて聞く
ことばに留学生は質問をし続けるし、自明で疑
問に思ったこともない事柄を聞かれた生徒はさ
らに質問に答えるために調べる作業が始まる。
そのようにして延々と説明のために調べる作業
の繰り返しがなされ、自文化への相対的認識が
育まれていく。相手が分るように「語彙」を選
択したり、文構造を組み立てたりするなかから
コミュニケーション能力が培われていくのであ
る。
留学生から「なぜ・なぜ・なぜ」を連発され
たばあい、日本人として現在日本に居住してい
るものは、日本文化にたいして応えざるをえな
い立場にある。たとえ応えることができないと
しても少なくとも「なぜなのか」という疑問は
生じてくるだろう。自文化をもつ教員から教え
られる知識だけの自文化理解ではなく、異文化
を体現する留学生からの問いかけは、その問い
を切実なものにするのである。分らなければ一
緒に調べるという作業も異文化教育の重要な要
素であるし、真の「問い」自体を作りだすこと
こそがコミュニケーション力にとって意味があ
るのだ。
自己表現力は、話し言葉だけではなく、書き
言葉においても養成されなければならない。コ
ミュニケーションは耳と口によるものだけでは
ないのである。調べる作業の途中では必ず文献
を読む作業があるし、メモ書きもされなければ
ならない。文をまとめる作業からコミュニケー
ション力が養われる。
このばあい、コミュニケーションの多くは日
本語でなされるのだが、説明をしていく過程で
日本語を言語として意識していく。地方に住む
ものはそこの方言と共通語や標準語の語彙的、
文法的差異などを客観視していくことにより、
自分の使用していることばに気づき、自分を育
てている地域を考える目が生まれる。日本語の
中の言語差異への気づきは、世界の言語と日本
語の差異への気づきにつながっていく。コミュ
ニケーションの多くは言語によるものだけに、
言語にたいする鋭敏な感覚を養うことがコミュ
ニケーション能力養成にとって最も大切なこと
のひとつである。それが、異文化教育のなかで
なされることが重要なのである。
３.　異文化トレランス力養成
トレランス〈tolerance〉は、「耐性」「寛容」
「能力」「態度や姿勢」「関係」「状況」「教育理
念」などとつかいわけられているが、本稿では、
「異文化にたいする態度や姿勢」という意味で使
用する。留学生と日本人との異文化接触時の
「異文化を受入れる態度や姿勢」である。このば
あい、最終的な「受容」に到るか否かは別問題
である。感情的な拒否、異文化敵視、人種差別、
エスノセントリズム（ethnocentrism）、ステレ
オタイプの偏見などを除去し、「事実をそのま
ま視る・聞く・触る態度や姿勢」をいう。
トレランスは、個人の「能力」や「特性」よ
りも、「関係」や「相互作用」によるダイナミッ
クな変容により、その力の具合が変わってくる
ようである。他の教育理念同様、決して静的で
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固定したものではなく、人間的な成長過程を貫
く教育原理である。　
日本の社会の異文化をもつ人々に対する態度
や姿勢は、ほとんどの日本人が「郷に入っては
郷に従え」を受入れの基本にしているといえよ
う。文化とはその地域で徐々に養成されてきた
ものの総体であるから、留学生受入れの時点ま
でに作られてきたコミュニティーの文化は、あ
る程度「従う」ことを要求して当然であろう。
しかし、その「従ってしまう」段階までの
「何に従うのか」「どう従うのか」さえも分から
ない状態が異文化接触の第一段階である。「何
がどう異なっているから、どのようにすればい
いのか」をお互いに知る必要が生じるのが、異
文化接触なのであろう。
例えば、留学生のしゃべる「日本語」にも異
文化が出現する。言語の違いは、語彙や文法の
違いだけではなく、「音」にあらわれる。言語間
の「音」の異なりは、ある言語に存在する「音」
が、他言語には存在しないという点などであ
る。日本語の意味は、一単語の発音で分らなく
なることもあるし、一単語の発音がたとえ異
なっていても通じることもある。しかし、聞く
日本人側の「耳」が「聞こう、理解しよう」と
いう態度や姿勢を持たなければ、単にアクセン
トやイントネーションが違うだけで、「分らな
い」という理解放棄になってしまうだろう。
異文化接触には、「相互性」がつきものであ
る。日本文化受容の姿勢がある程度存在してい
る留学生にとっては、日本語自体が異文化なの
であるから、日本人の説明が完全には理解でき
なくても、日本語を受容することができる。む
しろ、留学生自身の発信する日本語が理解され
なければそのほうが問題である。お互いに「知
ろう」という態度や姿勢があれば、身振り手振
りを伴ったコミュニケーションの手段でなんと
か相手に分らせようとするのだから、その態度
や姿勢こそ養われなければならない。それには
訓練を要する。
「異なる」ことを受入れるとは決して受入れて
「同じ」になるということではない。「他者を他
者として認める（認識する）」ということであり、
「同じ」でないことを「排除」することでもな
い。
異文化の「違い」を前提にして、しかもその
違いを認めあいながら、相互に交流していく態
度や姿勢が養成されねばならないのである。
「異文化」の異なり方に明確な線引きがなされて
いるわけではない。多様に異なっている。同様
に「均質的な文化」と思い込んでいる自文化の
なかにも幅広い多様性がある。
「同じでなくては差別される。もしくはいじ
められる」と暗黙の内に考えていると思われる
のが、現代日本人の思考様式のようである。し
かし「異文化」を受容することに極めて優れた
力を発揮した歴史が日本に存在したという事実
を思いださねばならない。そのためには、日本
が古来より異文化を受容してきたアジア諸国か
らの留学生の力を有効に使う時期が来ていると
思われるのである。
留学生の異文化を見聞きすることは、逆に
「日本」の文化を学ぶことにもなる。日本人がと
もすればマイナス評価する自分の地域の自然と
文化に目を開かせられる。異文化接触が自文化
認識のきっかけになるのである。ヒトという同
じ種に属するもの同士が、自然環境や歴史的要
因などにより異なった風俗を培ってきているこ
との事実をお互いに客観的に理解し、必要であ
れば受容することができれば、それがトレラン
ス力がついた時であろう。
おわりに―異文化理解のために―
日本における留学生の受入れ理念は、第１に
「開発途上国への発展支援」のひとつとしての人
材養成への協力、第２に「教育の国際交流」が
「教育、研究水準を高める」と期待されること、
第３に「国際理解・国際協調の精神の醸成、推
進に寄与」の三点に要約できた１０）。しかし、こ
れらは、「留学生１０万人計画」を達成し、留学
生が１３万人を超えた今では変更を余儀なくされ
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ている。日本人のあるべき２１世紀像に向けて留
学生との共生が望まれる。
留学生だけではなくニューカマーの増大とそ
の家族への教育など日本人にとっては初めての
異文化接触場面の増大による問題も懸念されて
いるし、すでに在住外国人との「多文化共生の
地域づくり」は、武蔵野市１１）、名古屋市１２）、能
代市１３） などの実践報告で徐々に共生の可能性
が提示されている。生活者としての外国人に日
本語教育や異文化教育がなされようとしている
のである。
留学生や外国人を日本に受入れることは、留
学生や外国人が日本の大学や社会の「異文化」
に接触せざるを得ないと同時に、日本の大学や
社会が留学生や外国人の背負っている「異文
化」に接触せざるを得ないことを意味している。
相互接触をプラスの方向に振らせなければ双方
にとって悲劇になる。日本人と留学生との相互
理解は異文化間であるがゆえに、相対的で科学
的な理解教育が望まれる。
　１９８９年の入管法改正により留学生が卒業して
就労する機会が増大するなか、我々日本人は通
過する外国人としての留学生ではなく、「共生」
の可能性をもった外国人としての受入れを考慮
しなければならなくなってきているのである。
「交流」や「共生」は「仲良くしましょう」
という合いことばだけではうまくいかない。
「仲良く」は「する」様子を表す副詞であり、
「する」が「何を」するかによってはじめて意
味をもつ。「する」は、「何を」という目的語を
もたなければ動詞として機能しないのである。
「仲良く何をする」のかが提示されなければ挨拶
以上の何ものも生み出さない。
　「仲良くしましょう」ということばは日本人
にとっては耳にたこができるくらい聞いたこと
ばであるがゆえに、「仲良くする」ということば
は何の抵抗もなく耳ざわりのいいことばであ
る。少なくとも幼いときには、「けんかをしな
いで遊べ」という具体的意味を多少伴っていた
のに、その後はあいまいな内容しか含まない挨
拶ことばに変化している。誰とでも何もかも仲
良くすることなど不可能であるにもかかわらず
使用され続けることによって、「仲良くする」
は、ますます空虚さを増していく。「何を」とも
に「していくか」を考え、異文化接触を実行に
移していくべきである。
丸山のことばをかりれば、「個々の人間関係
において異質的な生活様式やモラルをもった
『他者』に面して格別『身を構え』（ベルグソ
ン１４））ないで、それをそれとして理解するよう
になる」１５） ときを創りだしていくのはこれから
である。
付　記
小論は、国際観光学科共同研究「佐世保地域
の異文化理解教育を支援するプログラム開発」
（中野・田渕・下島・佐藤・城前）の成果の一
部である。
注
１）林四郎編修代表『例解新国語辞典』第五版，三
省堂，１９９９．
２）総務省統計局のデータ（http://stat.go.jp/
　data/nenkan/zuhyou/y０２１３０１４）による．
３）天野正治 １９９８によれば，ドイツ連邦共和国（統
一ドイツ）の１９９２年末の外国人数は，およそ６５０万
人で，全人口の約８％に達している．（同書 pp. 
４６ ４７.）
４）群馬県太田市・大泉町，静岡県浜松市，愛知県
名古屋市，三重県鈴鹿市などで在日日系ブラジル
人の就労や子弟教育がコミュニティーの問題と
なっている．
５）URL：http://www.gsid.nagoya  u.ac.jp/eiup
６）Bochner, Stephen, McLeod, Beverly M, and 
Lin, Anli のハワイ大学での調査「友人ネット
ワークの機能モデル」（“Friendship Patterns of 
Overseas Students：A functional Model”）によ
ると，友人のネットワーク３種の内，「同国出身者
の友人関係には自文化の価値観や文化的アイデン
ティティーを維持し表現する機能」があるという
結果がでているという．（工藤和宏 ２００３，p. 
１０４.）
７）梅棹によれば，馬の毛色や微細な形の違いに応
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じて何十種類もの名前があるという．この名称体
系は一見すると，年齢で呼び分けられているよう
に見えるが，実は，オスもメスもその生殖能力に
着目してつけられているのである．牧民の重要な
関心事が出産だからである．（梅棹忠夫 １９９２，
pp. ５３  ５４.）
８）B・L・ウオーフ（池上嘉彦訳）１９９３，『言語・
思考・現実』pp.１７  ２０．
９）野山広 ２００３は，地域ネットワークの繋ぎ役と
して人材（コーディネーター）に必要な知識と能
力とを育成していくためには，OJT（On the Job 
Training）が期待されるとして，７
　
 項目の１つに
これを挙げている．（同書 p. １１.）
１０）江渕一公は「二十一世紀の留学生政策懇談会」
を江渕一公 １９９１.p. １２. で要約している．
１１）杉澤経子 ２００３には「武蔵野市国際交流協会」
の事例が詳しく記されている．
１２）米勢治子 ２００３には「東海日本語ネットワーク」
の事例が詳しく記されている．
１３）藤田美佳 ２００３には「のしろ日本語学習会」の
代表，北川裕子氏の活動に焦点をあてた実践事例
が紹介されている．
１４）Henri Bergson, １９３２, Les deux sources de la 
morale et de la religion, Paris.
１５）丸山眞男 １９５９「開国」『忠誠と反逆』筑摩書房，
１９９２，p. １７９．
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加藤幸次 １９９８「アメリカの多文化教育から学ぶ」
　『異文化間教育』１２，異文化間教育学会，pp. ６４ 
７８．
工藤和宏 ２００３「友人ネットワークの機能モデル再
考」１８，異文化間教育学会，pp. ９５  １０８．
杉澤経子 ２００３「在住外国人向けの事業にみる地域
ネットワーキング」１８，異文化間教育学会，pp. 
１４  ２０．
野山　広 ２００３「地域ネットワーキングと異文化教
育」１８，異文化間教育学会，pp. ４１３．
藤田美佳　２００３「地域ネットワーキングにおけるメ
デエーターの機能」１８，異文化間教育学会，pp. 
２８  ３５．
B・L・ウオーフ（池上嘉彦訳）１９９３『言語・思考・
現実』講談社学術文庫．
米勢治子 ２００３「『東海日本語ネットワーク』と活動
とネットワークの広がり」１８，異文化間教育学会，
pp. ２１  ２７．
マーク・ラドフォード／中根允文 １９９１『意思決定行
為―比較文化的考察』ヒューマンテーワイ．
丸山眞男 １９９２『忠誠と反逆』筑摩書房．
中　野　はるみ
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